
令和元年度新規事業の進捗状況について 

 

１ 介護人材育成研修事業及び介護事業者とのマッチング事業 

（１）事業の目的 

地域包括ケアシステムにおいて互助の役割を担う住民等を発掘・育成すること、介

護人材のすそ野を広げるとともに介護職への就業を希望する市民と、人材を必要とす

る事業所とのマッチングを行うことを目的とする。 

（２）事業の概要 

 一定の期間において介護の基礎知識等を学ぶ入門的研修を行い、研修終了後に市内

介護事業所を集めた就職相談会を開催することで雇用に結び付ける。 

（３）事業の対象者 

東久留米市在住の市民の方（65歳以上の高齢者に限らない。） 

（４）予算規模等 

1,922千円（委託料） 

（財源）「区市町村介護人材緊急確保対策事業補助金」（都補助３／４） 

（５）委託先：共創未来メディカルケア株式会社 ・・・他市での実績あり 

（６）事業内容 東久留米市介護のしごと入門研修 

全日程（４日間）を修了することにより、生活援助サービスを提供できるスキルを習
得する。市内のみ有効の修了証を発行。最終日にはおしごと相談会の実施により事業者
とのマッチングを図る。下表のとおり、７月と１１月の２回の日程で実施を予定してい
る。定員は、各コース５０名。 

 

７月 
４日（木）・５日（金）・９日（火） 午前、午後で研修 
１２日（金） 午前は研修、午後は就職相談会 

１１月 
２１日（木）・２６日（火）・２７日（水） 午前、午後で研修 
２８日（木） 午前は研修、午後は就職相談会 

（７）周知 

令和元年６月 1日号広報掲載、市内公共施設、各課等へチラシ配布 
 
《参考》元気高齢者地域活躍推進事業 

介護予防・日常生活総合事業における多様なサービスの担い手となる市民を養成し、高

齢者の生きがいを創出し、元気高齢者の就労を促すことを目的とし、65歳以上の高齢者を

対象として、通所介護（デイサービス）事業所において養成講座を開催し、事業所の活動

に参加、体験できる場を創出する事業（～30年度）。「介護人材育成研修事業及び介護事業

者とのマッチング事業」では、その対象者を 65 歳以上の高齢者から一般の市民に拡大し、

就職相談会を開催することで潜在的な介護の担い手と事業所とのマッチングを図る。 
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２ 認知症カフェ等講師派遣事業 

（１）事業の目的 

 認知症の方やその家族が気軽に立ち寄れ、地域の人たちとのつながりを作ることが

できる「認知症カフェ」を活用し、認知症に対する理解の更なる促進を図ること、カ

フェに地域の医師がかかわることにより、支援が必要な認知症患者を発見し「認知症

初期集中支援チーム」へ早期につなぐことなどを目的とする。 

（２）事業の概要 

 東久留米市医師会の認知症サポート医等を、市内の認知症カフェで開催する講座等

に講師として派遣する。 

（３）事業の対象者 

 認知症カフェ（令和元年 5月時点で市内に 12団体） 

（４）予算規模等 

 360千円（講師として派遣される医師等に支払う謝金） 

（財源）地域支援事業において実施する。 

（５）進捗状況及び今後の予定 

４月～5月 東久留米市認知症カフェ等講師派遣事業の手引き作成(事業概要・帳票類) 

５月 東久留米市医師会、薬剤師会、歯科医師会、訪問看護部会へ協力依頼済。

講師として登録いただける方について名簿を頂く予定。 

6月 認知症グループホーム長、認知症介護実践指導者へ協力依頼 

※今後、さらに協力頂けそうな団体があれば、順次協力依頼をする予定。 

 

 


